
　　　　

令和7 年 3 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 株式会社　愛まんてん　放課後等デイサービス　はなまる 支援プログラム（参考様式）(児童発達支援) 作成日

法人（事業所）理念 様々な活動の中で、出来る喜びや人との関わりの中でコミュニケーション能力のスキルアップに繋がるように支援に努める。

支援方針
主体性を大切にし、活動に子どもたちを合わせるのではなく、子どもたちに活動を合わせていく支援を行っていきます。
また、子ども自身が自分のことを好きになり個々の発達や特性を理解しながら豊かな個性を育て、コミュニケーション能力などを身につけられるようサポートしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

子どもの健康状態の維持/生活習慣の形成/基本的な生活のスキルの獲得を目指します。
毎時、子どもたちの検温を行い体調の確認を行う。また見守り時にも子どもたちの些細な変化を見落とさず支援を行う。
基本的な生活のスキルアップを目指しています。

姿勢や運動・動作の向上/感覚統合の活用を目指します。
ルーム内では、動画や指導員の動きを見ながら同じ動きをしながら運動や動作向上を目的をしている。事業所より近い公園などに行き、ボールなどを使って体を動かし体力をアップに繋げていく。
食育活動で果物を使って、五感で感じ、感覚を知ることで感覚統合の活用に繋げていく。

学習支援では、自ら学びに取り組めるような環境作りをが出来るように支援に努めます。認知スキルの向上、レクリエーションなどの活動を通して体験の中から認知知能を育む。
達成感を味わって頂きたく、出来る事を増やし自信に繋がるように支援に努める。

グループ活動を通して、コミュニケーション能力を高め、言葉の獲得や理解、意思の伝達が出来るように支援に努める。

挨拶や自己紹介、日常の中で大切な言葉の表現を、関わりの中で学んで頂けるように支援に努める。
協調性を養って頂く為に、活動や体験、他者との関わりを通じて、社会性などの学びに繋げられるように支援に努める。

家族支援

家族にニーズに合わせた支援に努め支援に努める。
また、保護者の方との情報を共有して、支援の幅を広くして支援に繋げる。 移行支援

地域支援・地域連携

地域の行事、事業所の行事に参加して交流を図る。
(お花見・夏祭り・クリスマス会など) 職員の質の向上

専門性を高める為に、研修会、交流の場を積極的に参加を行う。
毎日の振り返りで、職員同士の情報交換やコミュニケーションを図り、働
きやす環境を作りを行って行く。


